
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

〇

二

号

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

長

島

昭

久
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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

一
連
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
〇
七
号
（
以
下
「
一
〇
七
号
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
及
び

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
八
三
号
（
以
下
「
一
八
三
号
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
）
、
本
年
六
月
十
八
日
の
本
院
安
全
保
障
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
質
疑
、
及
び
こ
の
間
、
明
ら
か
に
な
っ
た
情
報
を
基
に
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
技
術
に
つ
い
て

（
�
）

米
海
軍
は
、
最
新
鋭
イ
ー
ジ
ス
艦
向
け
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｙ－

�
の
レ
ー
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（
「
送
受
信
モ
ジ
ュ
ー

ル
」
、
「
信
号
処
理
装
置
」
、
「
冷
却
装
置
」
及
び
「
電
力
供
給
装
置
」
）
を
、
一
基
約
百
三
十
六
億
円
（
換
算

レ
ー
ト
一
ド
ル＝

百
円
で
計
算
）
で
調
達
し
た
実
績
が
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
我
が
国
が
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
向
け
の
レ
ー
ダ
ー
と
し
て
導
入
を
予
定
す
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
、
二
基
で
三
百
五
十
一
億
円
と
さ
れ
て
お

り
、
一
基
約
百
七
十
五
億
円
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
一
〇
七
号
答
弁
書
「
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
Ｌ

Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
、
「
一
般
輸
入
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
」
が
、
委
員
会
に
お
い
て
政
府
は
、
「
レ
ー
ダ
ー
と
シ
ス
テ
ム
部

分
を
接
ぐ
機
微
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｓ
の
契
約
範
囲
」
と
答
え
て
い
る
。

「
一
般
輸
入
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
」
一
基
約
百
七
十
五
億
円
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
の
契
約
範
囲
に
は
、
「
レ
ー
ダ
ー
と

一



シ
ス
テ
ム
部
分
を
接
ぐ
機
微
な
部
分
」
は
含
ま
れ
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

ま
た
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
一
基
約
百
七
十
五
億
円
の
対
象
と
な
る
「
レ
ー
ダ
ー
と
シ
ス
テ
ム
を
接
ぐ
機
微
な
部

分
」
以
外
の
主
要
な
部
分
と
は
何
か
。
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
具
体
的
な
対
処
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
お
そ
れ
が

な
い
表
現
、
例
え
ば
、
「
ア
ン
テ
ナ
」
、
「
信
号
処
理
装
置
」
な
ど
、
一
般
的
な
用
語
を
用
い
て
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

一
〇
七
号
答
弁
書
「
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
、
ア
ラ
ス
カ
州
に
配
備
さ
れ
る
予
定

の
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
と
「
同
様
の
技
術
を
用
い
て
製
造
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
三
号
答
弁
書
「
一
の

（
�
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
主
要
な
部
品
に
お
い
て
」
、
「
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
と
共
通
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
に
は
高
度
な
技
術
で
あ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
電
子
走
査
検
式
ア
ン
テ
ナ
（
Ａ
Ｅ

Ｓ
Ａ
）
技
術
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
の
調
達
方
法
に
つ
い
て
、
防
衛
省
は
委
員
会
で
、
Ｌ

Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
の
レ
ー
ダ
ー
本
体
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
（
企
業
か
ら
の
直
接
購
入
）
で
調
達
す
る
旨
の
答
弁
を
行
っ
た
が
、
Ａ
Ｅ

Ｓ
Ａ
を
含
む
レ
ー
ダ
ー
と
シ
ス
テ
ム
を
接
ぐ
機
微
な
部
分
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｍ
Ｓ
（
米
政
府
を
通
じ
て
の
購
入
）
で
の

調
達
を
行
な
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
関
連
機
関
に
適
用
さ
れ
る
国
防
安
全
保
障
協
力
局
（
Ｄ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

二



（
二
〇
一
六
年
十
二
月
五
日
）
に
よ
れ
ば
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
技
術
は
Ｆ
Ｍ
Ｓ
を
通
し
て
し
か
他
国
に
供
与
で
き
な
い
と
読
め

る
（C�

.�
.�

.�
.

Ｆ
Ｍ
Ｓ

Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ

Ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
）
。
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
が
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
技
術
を
採
用
し
て
い
る
中
で
、

Ｄ
Ｃ
Ｓ
方
式
で
企
業
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
も
し
可
能
だ
と
し
て
も
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
方
式
の
場
合
、

米
政
府
に
よ
る
維
持
管
理
・
技
術
更
新
支
援
を
得
ら
れ
る
の
か
。
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
が
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
と
「
同
様
の
技
術
を
用

い
て
製
造
さ
れ
る
」
な
ら
ば
、
ア
ン
テ
ナ
部
分
も
含
め
、
米
国
政
府
か
ら
の
保
証
が
得
ら
れ
る
Ｆ
Ｍ
Ｓ
方
式
を
追
求

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
運
用
開
始
後
の
維
持
管
理
に
お
け
る
コ
ス
ト
が
す
べ
て
日
本
政
府
の

負
担
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
コ
ス
ト
増
の
可
能
性
が
あ
る
。
仮
に
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ａ
技
術
に
つ
い
て
、
国
内
の
防
衛
産
業

の
技
術
水
準
が
十
分
な
ら
ば
、
コ
ス
ト
削
減
の
可
能
性
も
出
て
く
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
と
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
関
係
に
つ
い
て

一
〇
七
号
答
弁
書
「
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
、
ア
ラ
ス
カ
州
に
配
備
さ
れ
る
予
定
の
Ｌ
Ｒ

Ｄ
Ｒ
と
「
同
様
の
技
術
を
用
い
て
製
造
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
一
八
三
号
答
弁
書
「
一
の
（
�
）
に
つ
い

て
」
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
、
「
主
要
な
部
品
に
お
い
て
」
、
「
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
と
共
通
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。

三



我
が
国
が
導
入
を
予
定
す
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
「
同
様
の
技
術
」
や
「
共
通
の
も
の
」
を
用
い
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
は
、
イ
ー

ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
採
用
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
を
使
用
す
る
施
設
も
、
我
が
国
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
と
同
じ
く
、
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｓ
Ｍ－

�
を
用
い
て
、
対
象
脅
威
を
迎
撃
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い

か
。

三

イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て

我
が
国
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
で
使
用
す
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
ー
ダ
ー
向
け

に
開
発
さ
れ
、
現
在
、
米
海
軍
で
運
用
さ
れ
て
い
る
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
�
」
と
聞
い
て
い
る
。
他
方
、
米
国
に
お
い
て
は
、

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
レ
ー
ダ
ー
向
け
に
、
最
新
型
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
��
」
が
開
発
中
で
あ
り
、
二
〇
二
三
年

に
は
初
期
運
用
能
力
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
を
取
得
す
る
予
定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
海
軍
で
は
、
今
後
、
現
在
運
用
中
の

「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
�
」
か
ら
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
��
」
へ
と
、
順
次
更
新
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
も
聞

い
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
下
、
我
が
国
は
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
�
」
を
採
用
す
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
、
安
全
保
障
環
境

の
変
化
等
に
よ
り
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
で
使
用
す
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

四



��
」
な
ど
に
「
更
新
」
ま
た
は
「
向
上
」
さ
せ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

四

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
付
「
陸
上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
（
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
）
の
構
成
品
選
定
結
果
に

つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
評
価
に
当
た
り
、
「
経
費
は
、
単
に
構
成
品
購
入
経
費
の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

重
視
し
、
運
用
開
始
ま
で
に
必
要
な
経
費
（
初
度
費
、
教
育
訓
練
費
、
補
用
品
費
、
技
術
支
援
費
）
及
び
維
持
・
運
用
に
要

す
る
経
費
も
評
価
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
維
持
・
運
用
に
必
要
な

経
費
（
現
時
点
の
提
案
に
お
い
て
判
明
し
て
い
る
も
の
に
限
る
）
」
を
導
出
す
る
際
に
念
頭
に
置
い
た
期
間
は
「
三
十
年

間
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
維
持
・
運
用
に
要
す
る
経
費
」
を
導
出
す
る
際
、
そ
の
根
拠
は
「
現
時
点
の
提
案
に
お
い
て
判
明
し
て
い
る
も
の
に
限

る
」
た
め
、
「
三
十
年
間
」
、
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

五


